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帰
宅
困
難
に
備
え
ま
し
⌦
う

　
東
日
本
大
震
災
で
は
ỏ
各
地
で
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
ỏ
駅
周
辺
で
は
大
き
な
混
乱
が
生
じ

ま
し
た
Ố
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
ỏ
公
共
交
通
機
関
が
運
行
を
停
止
し
ỏ
帰
宅
が
困
難
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
Ố
し
か
し
ỏ
徒
歩
で
の
帰
宅
は
火
災
や
建
物
か
ら
の
落
下
物
に
よ
り
負
傷
す
る
恐
れ

が
あ
る
ほ
か
ỏ
救
助
活
動
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
Ố　
■問 
防
災
課
防
災
班
ớ
緯
内
線
4
5
2
ỜỐ

大
規
模
災
害
時
は
ỏ
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し
な
い

■
災
害
が
発
生
し
た
ら

　
地
震
な
ど
の
大
災
害
発
生
時
に
ỏ

十
分
な
情
報
が
な
い
ま
ま
徒
歩
帰
宅

を
開
始
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
Ố

　
災
害
時
は
ỏ
ま
ず
身
の
安
全
を
確

保
し
ỏ
で
き
る
だ
け
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
り
ỏ
落
ち
着
い
て
正
確
な
情

報
を
収
集
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

▼
家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事
を
確

認
す
る

▼
交
通
機
関
の
情
報
や
道
路
の
被
害

状
況
な
ど
を
入
手
す
る

▼
周
囲
の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
ỏ
ど

の
よ
う
な
行
動
ớ
帰
宅
ỏ
一
時
移
動
ỏ

待
機
な
ど
Ờ
が
最
も
安
全
な
の
か
判

断
し
行
動
す
る
 

■
大
切
な

　
　
　ủ
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
Ứ

　
職
場
や
外
出
先
で
災
害
が
発
生
し

帰
宅
が
困
難
に
な
ỳ
た
場
合
を
想
定

し
て
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
Ố
徒
歩
で
の
帰
宅
や
一
時
的
な

避
難
に
備
え
ỏ
必
要
な
物
資
を
準
備

し
て
お
き
ま
し
Ỷ
う
Ố

▼
職
場
な
ど
に
ス
ニ
ồ
カ
ồ
や
懐
中

電
灯
ỏ
手
袋
ỏ
飲
料
水
や
簡
易
食
料

を
用
意
し
て
お
く

▼
家
族
な
ど
と
安
否
確
認
方
法
や
集

合
場
所
を
話
し
合
ỳ
て
お
く

▼
携
帯
ラ
ジ
オ
を
用
意
し
て
お
く
　

▼
徒
歩
帰
宅
の
た
め
に
帰
宅
地
図
を

作
成
し
て
お
く

▼
帰
宅
経
路
や
そ
の
付
近
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ỏ
フ
Ỹ
ミ
リ
ồ
レ

ス
ト
ラ
ン
ỏ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

確
認
し
て
お
く
ớ
災
害
時
帰
宅
支
援

を
受
け
ら
れ
る
た
め
Ờ

■
安
否
確
認
の
方
法
は

　
　
　
　
　
　
　
複
数
用
意
を

　
東
日
本
大
震
災
で
は
ỏ
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
く
な
り
ỏ
家
族
の
安
否

を
確
認
す
る
た
め
多
く
の
人
が
勤
務

先
な
ど
か
ら
徒
歩
で
帰
宅
し
ま
し
た
Ố

　
災
害
発
生
直
後
は
ỏ
電
話
の
つ
な

が
り
に
く
い
状
況
が
続
く
の
で
ỏ
災

害
時
に
有
効
な
ủ
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
1
7
1
ớ
固
定
電
話
ỜỨ
や
ủ
災

害
伝
言
板
サ
ồ
ビ
ス
ớ
携
帯
・
パ
ソ

コ
ン
ỜỨ
を
活
用
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

　
ま
た
ỏ
災
害
発
生
時
は
ỏ
ど
の
連

絡
手
段
が
使
え
る
か
は
実
際
に
災
害

が
起
き
て
み
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
Ố

安
否
確
認
の
方
法
は
複
数
用
意
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
Ố

いつもは快適な駅や道路も大勢が一斉
に避難すると集団転倒の恐れが

知ってますか？
災害時帰宅支援ステーション

　千葉県を含む九都県市ではコンビニエンスストア、
ファミリーレストラン、ガソリンスタンドなどと災
害時徒歩帰宅困難者支援のための協定を結んでいま
す。これらの店舗を「災害時帰宅支援ステーション」
といい、災害時には、水、トイレ、情報、休憩所な
どの提供を受けることができます。

コンビニエンスストアなどガソリンスタンド

このステッカーが
目印です！

印西市舞踊連盟、東京ガス㈱千葉支社、国際ソロプチミスト
東京(千歳流)、ボランティアグループ松の実会、川﨑英世

(東京都)、深根敏子(木下東)、菊田完男(木下)、早川和子(木下東)、
中田秀久(中央南)、亀形巌(成田市)、ほか匿名希望48人。

あたたかい善意に感謝
市がいただいた寄付を公表します

ま ち の 話 題

　市では平成27年の一年間に、次のみなさんから寄付をいただきました。
いただいた寄付は、まちづくりに活用していきます(順不同・敬称略)。

（一財）藤本武弘育英会、㈱志陽堂、（一社）千葉県LPガス協会、東
京ガス㈱千葉支社、日本医科大学看護専門学校、西の原保育

園卒園児保護者会、大森保育園父母の会、木下保育園卒園対策委員会、木
下保育園父母の会、内野保育園卒園対策委員会、もとの保育園卒園対策委
員会、高花保育園卒園対策委員会、木刈保育園卒園対策委員会、木刈保育
園父母の会、内野保育園保護者の会、原第2学童クラブ保護者会、大森学
童クラブ保護者会、渡邊玲（発作）、近能喜弘（内野）、冨田康子（木刈）。

寄付金

物　品

地域で連携して文化財を守る
　子どもたちに、政治や選挙への関心を持ってもらおうと、毎年行っている
「明るい選挙書き初め」（市選挙管理委員会・市明るい選挙推進協議会主催）の
入賞者が決定しました。　
　小・中学校から1,548点（小学生の部1,148点、中学生の部400点）
もの応募があり、厳正な審査の結果、金賞9点、銀賞18点、銅賞27点が
選ばれました。金賞に選ばれたみなさんは、次のとおり（敬称略）。

小学生の部･･･葛山口 千乃 (原小1年
ゆ き の

)葛内村 真悠子 (滝野小2年)葛中島
ま ゆ こ

 愛梨 
あ い り

(本埜第二小3年)葛須藤 鳳々 (
ふうふう

いには野小4年)葛大野 倫輝 (いには
と も き

野小5年)葛井上 美紀 (小林北小6年）。
み き

中学生の部･･･葛齋藤 未緒 (印西中1
み お

年)葛小泉 友佳理 (船穂中2年)葛
ゆ か り

田中 光 (小林中3年)。■問 市選挙管理
ひかる

委員会事務局（緯内線442）。今年も力のこもった作品が並びました

力作ズラリ！ 明るい選挙書き初め

　貴重な文化財を火災などの災害から守るため、市教育委員会では毎年1月
26日の「文化財防火デー」に合わせて防災訓練を実施しています。
　今年度は、県内最古の建造物として国重要文化財に指定されている角田地区
の「栄福寺薬師堂」で、1月31日に消防署や地元消防団、地域住民などが連
携して、通報訓練、搬出訓練、初期消火訓
練などを行いました。
　訓練は境内の山林から出火し、延焼の
恐れがあると想定。区長が119番を通報
すると、地域住民が消火器で初期消火。
通報により地元消防団と印旛消防署が出
動し、延焼を防ぐ一斉放水をしました。
■問 生涯学習課文化班（緯内線545）。 火元に向けて行われた一斉放水の訓練

トピックス

　昨年4月に開校した牧の原小学校の校章と校歌が完成し、2月12日に発
表会が行われました。
　校章は当校の保護者でアートディレクターでもある奥山 寿史 さんがデザ

ひ さ し

イン。未来の輝きを連想させる金色とだいだい色を基調に、児童が描いた
学校のイメージを入れ込みました。校歌は印西市出身のシンガーソングラ
イター、大野 靖之 さんが作詞・作曲を担当。歌詞に入れたい言葉や思いを児

やすゆき

童から聞き取り、みんなが一つになるようにと手拍子も入っています。
　発表会では、保護
者や地域の人に校章
と校歌を披露。全校
児童で心を一つに校
歌を斉唱しました。
　やさしく響く歌声
は、末永く歌い継がれ
ていくことでしょう。
■問 学務課学務班（緯
内線523）。

牧の原小  校章・校歌が完成

大野さん指揮のもと、新しい校章の前で校歌を披露しました


